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三重県防災対策部 

防災企画・地域支援課 



はじめに 

東日本大震災から５年の歳月が経過しました。被災地では、復興に向けた懸命な取組を

続けている中で、いまだに復興は道半ばと言え、むしろ長期化の様相を見せているのが現

状です。また、東日本大震災以降、一時的に高まった人々の防災意識は年々低下しており

歯止めがかからない状況です。 

未曾有の大災害と呼ばれた東日本大震災ですが、近い将来、確実に発生する南海トラフ

地震の被災地となる三重県にとっては決して他人事ではなく、何年、何十年か後の我々の

未来を写す鏡だと考えています。このような考えのもと、東日本大震災の様々な実例を教

訓とさせていただき、三重県が南海トラフ地震に襲われたときの、復旧・復興対策を速や

かに進めるための「手順書」、「マニュアル」として「三重県復興指針」を今年度策定しま

した。この「三重県復興指針」を、自主防災組織のみなさんも地域で活用いただき、いつ

か来るそのときに少しでも被害を減らすための事前対策につなげていただければと考えて

います。 

あらゆる災害に備えるためには、自らの安全は自ら守る「自助」、自らの地域は皆で守る

「共助」、並びに行政及び防災関係機関が担う「公助」の理念に基づいて、県民、自主防災

組織、事業者及び市町や県・防災関係機関がそれぞれの役割を果たしていくことが必要です。 

日頃から災害に対する十分な備えを実践して、防災・減災に向けた活動が日々の生活と

一体となった「防災の日常化」を実現させましょう。 

この事例集は、「みえ地震対策の日シンポジウム」において表彰された、平成２７年度「み

えの防災大賞」受賞団体の、特色ある自主的な防災活動を皆さんにご紹介させていただく

ために作成しました。 

 

平成２７年１２月６日（日）に紀北町東長島公民館で開催した「みえ地震対策の日シン

ポジウム」で、平成２７年度「みえの防災大賞」表彰式が行われました。 
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1. 県内で活動する団体（平成２７年度みえの防災大賞受賞団体の取組） 

県内各地で特色ある自主的な防災活動を行っている団体を募集し、「みえの

防災大賞」１団体と「みえの防災奨励賞」５団体を表彰しました。 

 

 

みえの防災大賞 

  田曽浦区自主防災隊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

   （南伊勢町） 

みえの防災奨励賞（五十音順） 

  特定非営利活動法人 伊勢志摩バリアフリーツアーセンター・・・・２ 

（鳥羽市） 

    紀北中学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

（紀北町） 

郡山まちづくり協議会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（鈴鹿市） 

津本自主防災協議会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

（紀宝町） 

東宮自主防災会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

（南伊勢町） 

 














